
日本赤十字九州国際看護大学/Japanese Red

Cross Kyushu International College of

Nursing

日本赤十字九州国際看護大学における災害対応マニ
ュアル改訂と発災時の対応能力向上への取り組み

言語: Japanese

出版者: 日本赤十字九州国際看護大学

公開日: 2019-03-22

キーワード (Ja): 災害対応マニュアル, 災害訓練,

安否確認ツール, 大学危機管理

キーワード (En): disaster response manual, disaster

drill, safety confirmation tool, university crisis

management

作成者: 苑田, 裕樹, 福島, 綾子, 清末, 定美, 大重, 育美

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15019/00000558URL
著作権は本学に帰属する。



－21－
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Ⅰ　はじめに
近年、災害は大規模化・多様化し、日本各地で大

震災や豪雨災害が多発している。九州においても、
最大震度 6 弱を記録した福岡県西方沖地震（2005
年 3 月 20 日）、最大震度 7 を観測した熊本地震（2016
年 4 月 14 日）などの大震災や、九州北部豪雨（2017
年 7 月）などの豪雨被害が発生している。日本赤十
字九州国際看護大学（以下、本学とする）の位置す
る福岡県宗像市には、宗像市沖ノ島付近から福岡県
朝倉市にかけて分布する西山断層帯（図 1）1）があり、
断層帯が活動した場合はマグニチュード 7.3 程度の
地震が発生することが想定されている 2）。宗像市防
災マップには、宗像市街で震度 6 強、吉武地区・ア
スティ地区で震度 5 強の予測が示されている。また、
宗像市は過去に何度も風水害による被害を受けてお
り、豪雨による釣川の氾濫から赤間駅周辺に家屋浸
水の被害が発生している。同様に宗像市防災マップ
によると、赤間駅周辺は内水浸水想定区域として 1.0
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　近年、災害は大規模化・多様化し、日本各地で大震災や豪雨災害が多発している。九州においても、熊本
地震などの大震災や、九州北部豪雨などの豪雨被害が発生している。日本赤十字九州国際看護大学の位置す
る福岡県宗像市には、西山断層帯があり、宗像市街で震度６強の地震が発生すると予測されている。また、
最寄りの赤間駅周辺は過去に何度も風水害による浸水被害が発生しており、本学の学生、教職員が多く利用
する場として警戒が必要である。
　本学では災害対応マニュアルが整備されているが、マニュアルを用いた訓練を過去に実施した経験はなく、
その実用性について検証はされていなかった。多種多様な災害が全国各地で発生していることから災害対策
の構築は喫緊の課題である。今回、危機管理委員会を主体として、本学災害対応マニュアルの改訂と発災時
の対応能力向上に取り組んだ。災害訓練では、CSCA の原則に沿って、組織構成とアクションカードを用い
た対応が可能となった。安否確認ツールには災害時の送受信を可能とし、一括集計で迅速化と効率化を図る
ため Office と Google フォームを活用したクラウド型安否確認ツールを導入した。これらの結果を踏まえ、
BCP を強化した災害対応マニュアルを改訂する予定である。今回、重点的に取り組んできた、災害訓練、研修、
安否確認ツールの構築の成果と今後の課題について報告する。
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〜 2.0m 未満と予測されており、本学の学生、教職
員が多く利用する場としても警戒が必要である。

本学では、これまで種々の危機に対する対応マ
ニュアル 3）を作成し、感染症や火災発生時の対応
をはじめ、地震や風水害、その他の自然現象による
災害についても対応マニュアルが整備されてきた。
しかし、災害対応マニュアルを用いた訓練を過去に
実施した経験はなく、その実用性について検証はさ
れていない。多種多様な災害が全国各地で発生して
いることから、予期せぬ災害発生時に迅速、かつ的
確な災害対応が可能であるのか早急に検証する必要
があった。同時に災害対応マニュアルは作成後 5 年
間見直しがされておらず、旧体制の組織編成や現状
の大学機能と適合しないアクションカード、更新さ
れていない非常物品管理表など、大幅な見直しが必
要であった。また、災害発生時に学生及び教職員の
命を護ることはもちろん、災害後は大学としての機
能を一刻も早く取り戻し、教育活動や研究活動を被
災前のレベルに戻すことが求められる。このように、
大学としての責任と役割を果たすためにも、災害対1）日本赤十字九州国際看護大学
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応マニュアル改訂と発災時の対応能力向上への取り
組みは喫緊の課題であった。　

今回、危機管理委員会を主体として、学長指定研
究グループ（代表研究者：大重）と本研究グループ
が連携し、本学災害対応マニュアルの改定と発災時
の対応能力向上に取り組んだ。これを災害対応マ
ニュアルプロジェクトと称し、作業分割構成図とス
ケジュールに基づいて改訂作業を継続している。今
回、現在までに取り組んできた、災害訓練、研修、
安否確認ツールの構築の成果と今後の課題について
報告する。

Ⅱ　用語の説明
危機管理委員会：日本赤十字九州国際看護大学に

おける災害危機、健康危機、環境危機及び社会問題
発生等の危機管理に関する事項を審議し、その結果
に基づき対応するために置かれた委員会である。

学長指定研究：学長が本学の教育研究の発展のた
めに必要であると指定した研究であり、当該研究グ
ループは、主に災害看護に関する研究に取り組んで
いる。

CSCATTT（表 1）：これは大事故災害の医療活
動の運営の「基本」である。CSCA は対応の運営部
分を意味し、TTT は提供される医療支援を表す。
このアプローチは 7 つの基本原則に要約される４）。

BCP： 事 業 継 続 計 画（Business continuity 
planning）。震災などの緊急時に低下する業務遂行
能力を補う非常時優先業務を開始するための計画
で、遂行のための指揮命令系統を確立後、業務遂行
に必要な人材・資源、その配分を準備・計画し、タ
イムラインに乗せて確実に遂行するためのものであ
る５）。

Ⅲ　目的
本学の危機管理体制を整備するため、災害対応マ

ニュアルおよび、発災時対応の問題点を抽出し、計
画的、かつ段階的に問題点の改善に取り組み、災害
対応マニュアルと発災時の対応能力向上を図ること
を目的とする。

Ⅳ　方法とスケジュール
１．�マニュアル改訂（検討、報告、決定）：危機管

理委員会（1 回 / 月実施）
２．災害訓練および災害対応に関する研修
１）2017 年 8 月 22 日：第 1 回災害訓練
２）�2018 年 1 月 15 日：FD/SD 研修（災害対応の

基本〜平成 29 年度災害訓練評価を踏まえ大学
としての役割を果たすために〜）

３）2018 年 8 月 30 日：第 2 回災害訓練
３．安否確認ツールの構築
１）�2017 年 7 月〜平成 30 年 3 月：学内メールシス

テムの変更、Google フォームの構築
２）�2018 年 2 月 28 日：第 1 回安否確認ツールトラ

イアル訓練（職員対象）
３）�2018 年 5 月 22 日：第 2 回安否確認ツールトラ

イアル訓練（教職員対象）

Ⅴ　倫理的配慮
日本赤十字九州国際看護大学危機管理委員会にお

ける委員会活動の一環であり、教職員に対し、災害
訓練及び、安否確認ツールトライアル訓練の趣旨と
必要性を事前に説明の上、協力を得て実施した。研
修中の写真や動画を撮影することおよび、論文中に

図１　西山活断層

表１　CSCATTT

CSCA（運営） TTT（医療支援）
Command（指揮）
Safety（安全）
Communication（情報伝達）
Assessment（評価）

Triage（トリアージ）
Treatment（治療）
Transport（搬送）






















